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「
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
」が
日
本
遺
産
の
認
定
第
１
号

　　　  月 24 日㊎、文化庁が、「日本遺産」認定第１号として、

　  　　18 件を発表。小浜市と若狭町から成る「海と都をつなぐ

若狭の往来文化遺産群〜御
み け つ く に

食国若狭と鯖街道」が選ばれました。

■問い合わせ　人口増未来創造課☎ 64・6008

４

祝！小浜市が
日本遺産に認定 !!

　
「
日
本
遺
産
」
と
は
、
文
部
科
学
省
が
平
成
27
年
度

に
創
設
し
た
国
の
新
制
度
で
す
。
日
本
の
伝
統
や
文
化

を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
戦
略
の
一

環
で
、
国
内
の
文
化
財
を
共
通
の
特
徴
ご
と
に
ま
と
め

て
認
定
し
、
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
観

光
振
興
な
ど
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

文
化
庁
に
は
、
地
方
自
治
体
か
ら
83
件
の
申
請
が
あ

り
、
文
化
財
や
観
光
の
有
識
者
会
議
を
踏
ま
え
て
、
４
月

24
日
㊎
に
、
日
本
遺
産
の
第
１
号
と
し
て
18
件
を
認
定
、

発
表
し
ま
し
た
。

　

小
浜
市
と
若
狭
町
が
、
県
を
通
じ
て
申
請
し
て
い
た

「
海
と
都
を
つ
な
ぐ
若
狭
の
往
来
文
化
遺
産
群
〜
御
食
国

若
狭
と
鯖
街
道
〜
」
も
日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

若
狭
は
、
古
代
か
ら
「
御
食
国
」
と
し
て
塩
や
海
産

物
な
ど
豊
富
な
食
材
を
都
に
運
び
、
都
の
食
文
化
を
支

え
て
き
た
土
地
で
す
。
近
年
「
鯖
街
道
」
と
呼
ば
れ
る

こ
の
街
道
群
沿
い
に
は
、
往
時
の
に
ぎ
わ
い
を
伝
え
る

町
並
み
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
や
、
受
け
継
が
れ
て

き
た
食
や
祭
礼
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
今
も
息
づ
い

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
と
文
化
を
後
世
へ
保
存
・

伝
承
す
る
と
と
も
に
、
世
界
に
誇
る
貴
重
な
資
源
と
し

て
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
海
と
都
を
つ
な

ぐ
若
狭
の
往
来
文
化
遺
産
群
〜
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道

〜
」
と
し
て
ま
と
め
て
、国
の
「
日
本
遺
産
」
に
申
請
し
、

認
定
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
４
月
に
新
た
に
設
置
し
た
、
企
画
部
内

の
「
人
口
増
未
来
創
造
課
・
日
本
遺
産
推
進
グ
ル
ー
プ
」

を
中
心
に
、
全
庁
体
制
で
、「
日
本
遺
産
」
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
活
用
し
た
情
報
の
発
信
と
、
文
化
財
の
整
備

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
地
域
住
民
、

民
間
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
協
働
に
よ
る

「
オ
ー
ル
小
浜
体
制
」
を
構
築
。
国
内
外
か
ら
の
誘
客

や
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
移
住
促
進
に
よ
る

人
口
増
な
ど
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

右／いづみ町商店街に市民や関係者約 200 人が集まり、
日本遺産の認定を祝ってくす玉を割る（広峰・4月 24日）
下／握手を交わす松崎市長と森下若狭町長（若狭町・同日）

右／鯖を担いで小浜の魚市場へと急ぐ内外海漁村の女性たち。
鯖街道とともに生きる人々の歴史を感じさせる昭和の一枚

上／いづみ町商店街に設置さ
れている鯖街道起点プレート
左／日本遺産の認定を笑顔で
喜ぶ市民（広峰・4月 24 日）

特 報



地蔵盆  【若狭の浦々に続く鯖街道】

京都から伝わった地蔵盆の風習が市内各地に残っ
ています。8月 23、24 日に子どもたちが集落
の地蔵をきれいに洗い、絵の具で化粧を施して
まつり、かねをたたいて道行く人に参拝を呼び
かけます。西津地区で盛んに行われています。

　　　　　　　日本遺産に認定された「海と都をつなぐ若狭の往来文化遺産群　　　　　　　　　〜御食国若狭と鯖街道〜」の選出の決め手から見どころまで、インタビューも交えてお知らせします。

詳しくわかる「日本遺産」　　　　人々が紡いだ歴史と文化の道「鯖街道」

どうして日本遺産に選ばれたの？

　古代から「御
み け つ く に

食国」として塩や海産物な
どの豊かな食材を都へ送り、近年は「鯖街
道」から京都へ食材を運んだと言う歴史的
ストーリが高く評価されました。
　京都の食文化を支え
た「鯖街道」は和食文
化の確立を支えた道と
して、日本遺産にふさわ
しいと認められました。
　地域や団体で市の出
前講座に申し込んでい
ただくと、担当職員が
詳しく説明に伺います。

見どころは？

　昔の面影を残す町並みや古代から続く社
寺、四季折々の伝統行事を通して、1,500 年
続く若狭と都との往来の歴史を、現在でも
体感できるところです。
　「食」によって始まった都との交流は、「鯖
街道」の往来を通じて市民生活と結びつき、
街道沿いに民俗文化財や独自の食文化など、
多彩で密度の濃い往来文化遺産群を形成しま
した。これらの文化は現在でも地域で暮らす
人々の手により大切に守り伝えられています。
　「鯖街道」や「御食国」について、わかり
やすく知るには、食文化館（川崎三丁目）と
鯖街道資料館（広峰）がおすすめです！

４つのストーリー

　日本遺産に認定されたのは、「都とのつなが
り」と「街道往来の拠点」の 2 つを重視した 4
章から成るストーリーです。70 以上の文化
財を 28 の文化財群にグループ分けし、街道
往来の歴史をめぐる物語を展開しています。

①若狭街道
　―御

み け つ く に

食国若狭の原点と鯖街道のメインルート―
②鯖街道の起点  ―湊町・小浜の賑わい―
③針畑越え  ―最古の鯖街道の歴史的景観―
④若狭の浦々に続く鯖街道
　―都の祭りや伝統を守り伝える集落―

※認定内容の一部をページ内で紹介します

小浜西組  【鯖街道の起点】

古くから湊町として栄えた小浜の町は、江戸時代に町人地と

して整備され「西組」は主に商家町と茶屋町で構成されてい

ました。現存する明治4年 (1871) の地籍図とほぼ同じ町割

りに伝統的建造物が立ち並び、交易で繁栄した湊町・小浜の

にぎわいをしのばせる地域です。

三丁町に所在する明治初期の旧料亭「蓬
ほうとうろう

嶋楼」は、市の平成

27年度事業として土日・祝日に一般公開が行われています。

鯖街道資料館  【鯖街道の起点】

いづみ町商店街には鯖街道資料館があり、
鯖街道の起点としての歴史を学ぶことが
できます。資料館内には、鯖街道に関す
る写真や物品が展示されており、往時の
雰囲気を感じることができます。

遠敷の町並み  【針畑越え】

若狭街道と根来道の分岐点に広がる町並み。古代に

は役所が置かれ、市場が開設された熊川以前の物流

の拠点としてにぎわい、付近には国分寺や国府跡な

どがあるなど、かつての若狭国の中心地でした。

現在も若狭姫神社の門前沿いと丹後街道沿いには明

治以降の伝統的な町家が建ち並び、県の「福井の伝

統的民家群」に指定されています。

王の舞  【若狭の浦々に続く鯖街道】

椎
しいむら

村神社の祭礼。中世に都の大寺社で奉納されて
いた芸能が街道を通じてもたらされ、地域に根付
いて若狭独自の形で受け継がれてきました。王の
舞は京都ではほとんど見られなくなっています。

六斎念仏  【若狭の浦々に続く鯖街道】

奈胡、奥窪谷の六
ろくさい

斎念仏。平安時代に京都で始
まった六斎念仏が若狭に伝わり、現在でも街道
沿いの集落から漁村まで 20 か所以上で行われ
ています。鯖街道の終点、京都出町柳に総本寺
があります。

遠敷 5 区（検見坂、池田、市場、島、中村区）は、
平成 26 年 2 月に県の伝統的民家群保存活用地区に
指定され、それを受けて、住民で「遠敷丹後街道ま
ちなみ保存推進会」を立ち上げました。
昨年度は県・市の支援を得て、ミニポケットパーク
の整備や側溝の改修にも着手していただきました。
この度の、日本遺産認定を契機に、環境整備や空き
家の活用など、鯖街道にあった町並みづくりに住民
がひとつになり取り組んでいきたいと考えています。

遠敷丹後街道まちなみ保存推進会
会長　貫

ぬ く い

井 貴
た か し

史 さん（52 歳・池田）

人口増未来創造課
下
し た な か

仲 グループリーダー

伝統的な町家が多く立ち並ぶ遠敷地区の町並み

資料館に展示している鯖街道のルート地図

毎年 5 月 5 日に若狭区で奉納されている王の舞

日本遺産に認定され、小浜というま
ちが持っている伝統文化が評価され
たことは、とてもうれしいです。
国の重要伝統的建造物群保存地区の
選定から約 7 年が経ち、西組では、町
並みの整備が進んでいます。この地
域の魅力は、祭りなどの行事を大切
にする風土だと思います。これから
も古き良き町並みや伝統行事を、住
民みんなで守り伝えていきたいです。

小浜西組町並み協議会
会長　澤

さ わ ぐ ち

口 輝
き ぜ ん

禅 さん（75 歳・浅間）

上／公開中の蓬嶋楼
右／重要伝統的建造
物群保存地区の西組
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